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今月の表紙

第 22 回まほろば冬咲きぼたんまつりを

撮影しました。雪中に鮮やかに咲く大輪

の牡丹は、夜になると優しい灯りでライ

トアップされ、辺り一面を幻想的な空間

に包み込みました。

P 3　 令和４年度高畠町ふるさと納税

P 4　 町民とのまちづくり懇談会

P 8　 がんばるママとがんばるパパを

サポートします！

P10　 特定地域生活排水処理事業の申込受付

           を開始します

P11　 高畠町からのお知らせ

P20　 くらしの情報

P30　 令和５年３月 30 日に高畠町病児保育

　 施設がOPEN！

ＣＯＮＴＥＮＴＳ　　　-目　次 -

新型コロナウイルス

感染症に関する情報

新型コロナウイルス感染症に関する情報を、町ホームページにまとめています。補助金等のお知らせの

ほか、中止・延期するイベント、公共施設の開館状況などを掲載していますのでご確認ください。

Facebook

LINE

高畠町 公式

● ホームページ

高畠町 公式 SNS

町の身近な情報や出来

事など、魅力的な情報

をタイムリーに発信し

ています。

※通信料は利用者負担です。

広 報 た か は た

人　口…22,071 人（－ 23）

　　男…10,805 人（－  9）

　　女…11,266 人（－ 14）

世帯数…7,795（－１）

令和５年２月１日現在

（  ）内は前月との比較

人口と世帯数 P22　 まちの話題あれこれ

P24　 もっくる子育て通信・未来っ子登場

P25　 図書館に行こう！

P26　 わたしたちのサロン・熱中小学校通信

P27　 防災コラム

P28　 文芸投稿作品

P29　 くらしの連絡帳

連載コーナー

　早春の季節を迎え、町民の皆さまには益々ご健勝にてお過ごしのこととお慶び

申し上げます。

　私こと、去る２月１日に開催されました高畠町議会臨時会におきまして、選任

ご同意をいただき、同日付けをもって副町長に就任いたしました。

　社会経済の構造や情勢、そして人々の価値観が多様化するなど時代は大きく変

化し、従来のやり方では解決できない難題が山積をしております。また、当町を

はじめ地方では少子化と人口減少が進展し、人手不足が目立ち、高齢者単身世帯

が増え地域のコミュニティが弱体化するなど、「これから」の先行きに不安を抱え、

平穏無事な暮らしが危うくなっている感が強まっております。

　しかし、高畠町は、それらを乗り越え克服できる潜在能力を秘めております。

　そのためには、町職員自ら現場に出向き、町民の方々のご意見を伺い、解決に

向けた信頼関係をもっと強める姿勢で取り組んでまいります。

　もとより微力ではありますが、副町長としての使命感を持ち、髙梨町政を一生

懸命、お支えしてまいる所存でございます。

　つきましては、町民の皆さまのご指導とご協力を賜りますよう、心からお願い

申し上げまして、就任のごあいさつとさせていただきます。

　２月１日に開催された高畠町議会臨時会において、深瀬吉弘氏が議会からの同

意を得、同日付けで副町長に就任されました。

経歴

　昭和 60 年に高畠町職

員に採用され、農林振興

課長、農業委員会事務局

長、商工観光課長などを

歴任。令和５年１月に退

職。高畠地区在住。

就任のごあいさつ

高畠町副町長に 深瀬 吉弘 氏が就任



３億円を超える寄附をいただきました！

  ■　高畠町の返礼品ランキングトップ５

  ■　返礼品取扱事業者からのコメント

  ■　初挑戦のＧＣＦ、 目標金額突破！

  ■　ふるさと納税返礼品取扱事業者　大募集！

令和４年度高畠町ふるさと納税　 全国のみなさんから

問町商工観光課ブランド戦略係 ☎（52）1146

E-mail brand@town.takahata.yamagata.jp

※ ガバメントクラウドファンディング。ふるさと納税制度を活用したクラウドファンディングのこと。運営はトラストバンク（ふるさとチョイス）。

　町では７つのふるさと納税のポータルサイトと直接電話やメール等から申し込みができます。今年度は、楽天
やふるなびからの申し込みが昨年の 2倍以上増え、全体では昨対比 40％を超える成長率です。全国のみなさん
から高畠町を応援していただいています。

　町内企業や地域の人と連携し、
地元学生の探究学習の充実と地域
活性を目的としてクラウドファン
ディングに挑戦しました。目標金
額 200 万円に対し、400 万円を
超える支援をいただきました。

　「ふるさと納税の制度もわからなかったが、丁寧な
説明を受け、取り組むことができました。自社の商売
の幅が広がり、売上はもちろん、町に貢献できたこと
が何よりです。」（町内事業者より）

　「ふるさと納税返礼品に取り組んで、新たな販路と
なりました。限定数量を設定して、無理なく取り組む
ことができました。」（町内農業者より）

　ふるさと納税をさらに拡大し、全国に高畠ファンを
増やすため、返礼品取扱事業者を募集しています。希
望される場合は、ふるさと納税の制度や取扱事業者と
しての具体的な作業内容など、説明させていただきま
すので、町商工観光課ブランド戦略係までお問い合わ
せください。

寄附件数：20,586 件／ふるさと納税の受入金額：323,053,394 円（R5.2.1 現在）

受付方法名
前年度寄附額 （千円） 今年度寄附額 （千円）

成長率
（令和３年４月１日～令和４年１月30日） （令和４年４月１日～令和５年１月30日）

ANA 8,168 9,188 12.49％

GCF ※ 0 4,433 －

JRE MALL 10,763 11,492 6.77％

ふるさとチョイス 89,599 89,407 -0.21％

ふるなび 13,370 29,062 117.37％

セゾンのふるさと納税 11,778 16,185 37.42％

三越伊勢丹 33,901 41,750 23.15％

楽天 57,793 117,890 103.99％

町直接申込 1,550 2,789 79.94％

合計 226,922 322,196 41.99％

順位 カテゴリ 件数

1位 果物 6,955件

2位 ワイン 5,509件

3位 食品加工品 3,046件

4位 米 4,281件

5位 日本酒 1,012件
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　早春の季節を迎え、町民の皆さまには益々ご健勝にてお過ごしのこととお慶び

申し上げます。

　私こと、去る２月１日に開催されました高畠町議会臨時会におきまして、選任

ご同意をいただき、同日付けをもって副町長に就任いたしました。

　社会経済の構造や情勢、そして人々の価値観が多様化するなど時代は大きく変

化し、従来のやり方では解決できない難題が山積をしております。また、当町を
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平穏無事な暮らしが危うくなっている感が強まっております。

　しかし、高畠町は、それらを乗り越え克服できる潜在能力を秘めております。

　そのためには、町職員自ら現場に出向き、町民の方々のご意見を伺い、解決に

向けた信頼関係をもっと強める姿勢で取り組んでまいります。

　もとより微力ではありますが、副町長としての使命感を持ち、髙梨町政を一生

懸命、お支えしてまいる所存でございます。

　つきましては、町民の皆さまのご指導とご協力を賜りますよう、心からお願い

申し上げまして、就任のごあいさつとさせていただきます。

　２月１日に開催された高畠町議会臨時会において、深瀬吉弘氏が議会からの同

意を得、同日付けで副町長に就任されました。

経歴

　昭和 60 年に高畠町職

員に採用され、農林振興

課長、農業委員会事務局

長、商工観光課長などを

歴任。令和５年１月に退

職。高畠地区在住。

就任のごあいさつ

高畠町副町長に 深瀬 吉弘 氏が就任
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昨
年
11
月
14
日
㈪
か
ら
24
日
㈭

に
か
け
て
、
各
地
区
を
会
場
に「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
開
催
し
、
計

２
４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
令
和
３
年
度
末
に
各

地
区
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た「
第
５

期
地
区
づ
く
り
計
画
」
に
沿
っ
て
、

各
地
区
の
現
状
と
課
題
、
地
区
の
目

指
す
将
来
像
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
や
意

見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
進
行
状

況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

令
和
２
年
度
に
国
土
交
通
省
か
ら
東
北
中

央
自
動
車
道
へ
の
連
結
許
可
を
受
け
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
予
算
が
つ
き
、
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
設
計
と
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
場
所
の
町
道
の

切
り
回
し
を
実
施
し
て
い
る
。
ハ
ー
フ
構

造
と
い
い
東
京
方
面
へ
乗
り
降
り
が
可
能

な
構
造
で
、
山
形
方
面
へ
は
行
け
な
い
。

物
流
の
効
率
化
と
交
流
拡
大
な
ど
を
目
的

に
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
協
力
を
し
て

進
め
て
い
る
。
用
地
買
収
は
今
年
度
行
う

計
画
で
あ
る
。
供
用
開
始
ま
で
に
は
、
こ

れ
か
ら
数
年
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
事

業
進
展
が
あ
れ
ば
、随
時
報
告
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
対
策

　
　

空
き
家
対
策

空
き
家
に
不
審
者
が
住
み
つ
き
、
事
件
に

も
な
っ
た
と
の
話
を
聞
い
た
。
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
は
、
財
産
権
や
権
利
義
務
が

絡
み
、
な
か
な
か
進
展
し
な
い
。
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
空
き
家
バ

ン
ク
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
今
年
度
新

た
に
４
件
の
物
件
登
録
が
あ
っ
た
。
苦
情

相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
所
有
者
に
、
現

状
改
善
の
書
面
を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

危
険
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
解
体
に
要
す

る
費
用
の
５
分
の
２
、
上
限
60
万
円
と
し

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
該
当
す
る
よ
う
な
案
件
で
あ
れ
ば
、

担
当
課
に
個
別
相
談
し
て
ほ
し
い
。

地
域
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
形

で
募
っ
て
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
か
ら
も
協
力
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

実
際
取
り
組
ん
で
い
る
鶴
岡
市
の
事
例
も

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

道
路
の
白
線

　
　

道
路
の
白
線

町
道
の
横
断
歩
道
や
白
線
等
は
ど
こ
が
管

理
す
る
の
か
。白
線
が
薄
く
な
っ
て
お
り
、

危
険
と
感
じ
る
。

道
路
の
白
線
は
、
町
道
は
道
路
管
理
者
で

あ
る
建
設
課
で
、
横
断
歩
道
は
警
察
に
な

る
。
交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は

交
通
安
全
点
検
で
学
校
の
方
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
を
、
優
先
的
に
財
政

状
況
も
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　

有
害
鳥
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対
策

　
　

有
害
鳥
獣
対
策

イ
ノ
シ
シ
の
数
が
減
っ
て
い
る
の
は
、
電

気
柵
対
応
の
効
果
も
あ
る
と
思
う
が
、
豚

熱
に
よ
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
減
っ
て
も
す
ぐ
増
え
て
し
ま
う
と
い

う
現
状
が
あ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
も

あ
る
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
が
増
え
て
い
る
現
状

も
あ
る
。
猟
友
会
の
方
の
協
力
を
得
な
が

ら
対
策
を
行
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
電
気
柵

も
被
害
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
終
わ
り
で

な
く
、
継
続
し
た
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
庁
舎
建
設

　
　

新
庁
舎
建
設

建
築
資
材
が
高
騰
し
て
お
り
、
当
初
の
見

積
も
り
か
ら
金
額
が
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
、
ま
た
返
済
計
画
は
。

当
初
計
画
よ
り
１
.４
倍
に
な
っ
て
お
り
、

国
の
補
助
金
を
使
い
、
町
の
負
担
を
少
な

く
し
て
い
く
。
建
設
費
は
起
債
事
業
の
た

め
、
35
年
ほ
ど
か
け
て
返
済
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

現
在
の
世
界
的
な
情
勢
で
、
新
庁
舎
建
設

に
か
か
る
経
費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。

町
の
財
政
を
考
え
た
場
合
、
事
業
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

基
本
的
に
議
会
の
了
承
を
得
な
が
ら
、
周

辺
整
備
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
町
で
は
長
期
的
な
財
政
指
標
を

持
ち
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
新
庁
舎
建

設
は
早
急
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

◀◀
新
庁
舎
の
外
観
・
内
観
パ
ー
ス

新
庁
舎
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防
災

　
　

防
災

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
、
避
難
場
所

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
の
た
め
、
日
頃
か

ら
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
訓
練
す
る
等
が

必
要
と
考
え
る
。早
急
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

状
況
に
よ
り
避
難
所
よ
り
も
自
宅
の
方
が

安
全
な
場
合
も
あ
る
。
様
々
な
ケ
ー
ス
を

考
え
、
行
政
も
含
め
み
ん
な
で
経
験
を
積

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
に

防
災
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
防
災
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
単
身
高
齢

者
世
帯
等
、
支
援
が
必
要
な
人
も
い
る
の

で
、
福
祉
関
係
と
も
連
携
し
て
情
報
を
共

有
し
て
い
く
。　

防
災
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
内
容
が
聞
こ
え

な
い
こ
と
が
あ
る
。
災
害
時
の
周
知
方
法

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

戸
別
受
信
機
の
貸
出
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
防
災
無
線
以
外
に
も
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
か
ら
の
災
害
情
報
も
あ

わ
せ
て
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
　

旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
宅
地
造
成

　
　

旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
宅
地
造
成

旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
宅
地
造
成
工
事
に

つ
い
て
、
水
道
・
下
水
道
工
事
が
予
定
ど

お
り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
工
期
は
遅
れ

て
い
な
い
の
か
。
県
の
住
宅
公
社
に
任

せ
っ
き
り
で
な
く
、
町
も
関
わ
り
工
事
業

者
な
ど
か
ら
確
認
し
、
地
区
民
の
方
へ
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。
住
宅
供
給
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
も
し
て
は
ど
う
か
。

県
住
宅
公
社
に
も
確
認
し
、
町
で
も
進
捗

を
把
握
す
る
。
Ｐ
Ｒ
の
こ
と
は
参
考
ご
意

見
と
し
て
承
る
。

町
内
で
も
初
め
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

対
す
る
被
害
防
止
方
法
や
、
効
果
的
な
捕

獲
の
仕
方
な
ど
も
新
た
に
研
究
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
イ

ノ
シ
シ
は
捕
獲
や
豚
熱
に
よ
っ
て
生
息
頭

数
が
減
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
が
、今
後
、

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
カ
ラ
ス
な
ど
の

鳥
類
は
大
掛
か
り
な
対
策
は
難
し
い
と
考

え
る
。
な
お
、
被
害
額
が
減
っ
た
か
ら
補

助
金
を
減
ら
す
と
か
打
ち
切
り
に
す
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
額
で
、
和
田
地
区

が
一
番
多
い
。
和
田
地
区
に
対
し
て
助
成

金
な
ど
補
助
を
出
し
て
ほ
し
い
。

国
や
県
の
電
気
柵
設
置
に
関
す
る
予
算
を

要
望
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◀◀
戸
別
受
信
機

戸
別
受
信
機

◀◀
防
災
無
線
機

防
災
無
線
機
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り
く

懇

会
談

ま
の

と
民

　

昨
年
11
月
14
日
㈪
か
ら
24
日
㈭

に
か
け
て
、
各
地
区
を
会
場
に「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
開
催
し
、
計

２
４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
令
和
３
年
度
末
に
各

地
区
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た「
第
５

期
地
区
づ
く
り
計
画
」
に
沿
っ
て
、

各
地
区
の
現
状
と
課
題
、
地
区
の
目

指
す
将
来
像
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
や
意

見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課
広
聴

　

広
報
係　
　
　
　
　

☎
（52）
４
４
７
６

町

ち
づ

　

　

　

　
　

D
is

c
u
s
s
io

n
 fo

r to
w

n
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t w

ith
 to

w
n
s
p
e
o
p
le

意
見
交
換

　
　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
進
行
状

況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

令
和
２
年
度
に
国
土
交
通
省
か
ら
東
北
中

央
自
動
車
道
へ
の
連
結
許
可
を
受
け
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
予
算
が
つ
き
、
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
設
計
と
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
場
所
の
町
道
の

切
り
回
し
を
実
施
し
て
い
る
。
ハ
ー
フ
構

造
と
い
い
東
京
方
面
へ
乗
り
降
り
が
可
能

な
構
造
で
、
山
形
方
面
へ
は
行
け
な
い
。

物
流
の
効
率
化
と
交
流
拡
大
な
ど
を
目
的

に
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
協
力
を
し
て

進
め
て
い
る
。
用
地
買
収
は
今
年
度
行
う

計
画
で
あ
る
。
供
用
開
始
ま
で
に
は
、
こ

れ
か
ら
数
年
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
事

業
進
展
が
あ
れ
ば
、随
時
報
告
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
対
策

　
　

空
き
家
対
策

空
き
家
に
不
審
者
が
住
み
つ
き
、
事
件
に

も
な
っ
た
と
の
話
を
聞
い
た
。
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
は
、
財
産
権
や
権
利
義
務
が

絡
み
、
な
か
な
か
進
展
し
な
い
。
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
空
き
家
バ

ン
ク
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
今
年
度
新

た
に
４
件
の
物
件
登
録
が
あ
っ
た
。
苦
情

相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
所
有
者
に
、
現

状
改
善
の
書
面
を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

危
険
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
解
体
に
要
す

る
費
用
の
５
分
の
２
、
上
限
60
万
円
と
し

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
該
当
す
る
よ
う
な
案
件
で
あ
れ
ば
、

担
当
課
に
個
別
相
談
し
て
ほ
し
い
。

地
域
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
形

で
募
っ
て
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
か
ら
も
協
力
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

実
際
取
り
組
ん
で
い
る
鶴
岡
市
の
事
例
も

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

道
路
の
白
線

　
　

道
路
の
白
線

町
道
の
横
断
歩
道
や
白
線
等
は
ど
こ
が
管

理
す
る
の
か
。白
線
が
薄
く
な
っ
て
お
り
、

危
険
と
感
じ
る
。

道
路
の
白
線
は
、
町
道
は
道
路
管
理
者
で

あ
る
建
設
課
で
、
横
断
歩
道
は
警
察
に
な

る
。
交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は

交
通
安
全
点
検
で
学
校
の
方
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
を
、
優
先
的
に
財
政

状
況
も
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　

有
害
鳥
獣
対
策

　
　

有
害
鳥
獣
対
策

イ
ノ
シ
シ
の
数
が
減
っ
て
い
る
の
は
、
電

気
柵
対
応
の
効
果
も
あ
る
と
思
う
が
、
豚

熱
に
よ
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
減
っ
て
も
す
ぐ
増
え
て
し
ま
う
と
い

う
現
状
が
あ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
も

あ
る
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
が
増
え
て
い
る
現
状

も
あ
る
。
猟
友
会
の
方
の
協
力
を
得
な
が

ら
対
策
を
行
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
電
気
柵

も
被
害
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
終
わ
り
で

な
く
、
継
続
し
た
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
庁
舎
建
設

　
　

新
庁
舎
建
設

建
築
資
材
が
高
騰
し
て
お
り
、
当
初
の
見

積
も
り
か
ら
金
額
が
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
、
ま
た
返
済
計
画
は
。

当
初
計
画
よ
り
１
.４
倍
に
な
っ
て
お
り
、

国
の
補
助
金
を
使
い
、
町
の
負
担
を
少
な

く
し
て
い
く
。
建
設
費
は
起
債
事
業
の
た

め
、
35
年
ほ
ど
か
け
て
返
済
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

現
在
の
世
界
的
な
情
勢
で
、
新
庁
舎
建
設

に
か
か
る
経
費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。

町
の
財
政
を
考
え
た
場
合
、
事
業
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

基
本
的
に
議
会
の
了
承
を
得
な
が
ら
、
周

辺
整
備
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
町
で
は
長
期
的
な
財
政
指
標
を

持
ち
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
新
庁
舎
建

設
は
早
急
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

◀◀
新
庁
舎
の
外
観
・
内
観
パ
ー
ス

新
庁
舎
の
外
観
・
内
観
パ
ー
ス

　
　

防
災

　
　

防
災

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
、
避
難
場
所

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
誘
導
の
た
め
、
日
頃
か

ら
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
訓
練
す
る
等
が

必
要
と
考
え
る
。早
急
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

状
況
に
よ
り
避
難
所
よ
り
も
自
宅
の
方
が

安
全
な
場
合
も
あ
る
。
様
々
な
ケ
ー
ス
を

考
え
、
行
政
も
含
め
み
ん
な
で
経
験
を
積

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
に

防
災
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
防
災
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
単
身
高
齢

者
世
帯
等
、
支
援
が
必
要
な
人
も
い
る
の

で
、
福
祉
関
係
と
も
連
携
し
て
情
報
を
共

有
し
て
い
く
。　

防
災
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
内
容
が
聞
こ
え

な
い
こ
と
が
あ
る
。
災
害
時
の
周
知
方
法

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

戸
別
受
信
機
の
貸
出
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
防
災
無
線
以
外
に
も
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
か
ら
の
災
害
情
報
も
あ

わ
せ
て
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
　

旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
宅
地
造
成

　
　

旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
宅
地
造
成

旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
宅
地
造
成
工
事
に

つ
い
て
、
水
道
・
下
水
道
工
事
が
予
定
ど

お
り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
工
期
は
遅
れ

て
い
な
い
の
か
。
県
の
住
宅
公
社
に
任

せ
っ
き
り
で
な
く
、
町
も
関
わ
り
工
事
業

者
な
ど
か
ら
確
認
し
、
地
区
民
の
方
へ
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。
住
宅
供
給
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
も
し
て
は
ど
う
か
。

県
住
宅
公
社
に
も
確
認
し
、
町
で
も
進
捗

を
把
握
す
る
。
Ｐ
Ｒ
の
こ
と
は
参
考
ご
意

見
と
し
て
承
る
。

町
内
で
も
初
め
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

対
す
る
被
害
防
止
方
法
や
、
効
果
的
な
捕

獲
の
仕
方
な
ど
も
新
た
に
研
究
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
イ

ノ
シ
シ
は
捕
獲
や
豚
熱
に
よ
っ
て
生
息
頭

数
が
減
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
が
、今
後
、

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
カ
ラ
ス
な
ど
の

鳥
類
は
大
掛
か
り
な
対
策
は
難
し
い
と
考

え
る
。
な
お
、
被
害
額
が
減
っ
た
か
ら
補

助
金
を
減
ら
す
と
か
打
ち
切
り
に
す
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
額
で
、
和
田
地
区

が
一
番
多
い
。
和
田
地
区
に
対
し
て
助
成

金
な
ど
補
助
を
出
し
て
ほ
し
い
。

国
や
県
の
電
気
柵
設
置
に
関
す
る
予
算
を

要
望
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◀◀
戸
別
受
信
機

戸
別
受
信
機

◀◀
防
災
無
線
機

防
災
無
線
機
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若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　
　

若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り

若
者
が
い
な
い
と
感
じ
る
。
町
と
し
て
ど

う
い
っ
た
形
で
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
く

の
か
。

多
く
の
若
手
団
体
で
構
成
さ
れ
る
青
年
団

体
連
絡
会
議
と
い
う
組
織
が
あ
る
。
地
区

単
位
の
青
年
団
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
若
者
が
興
味
を
も
て
る
事
業
等
を
通

じ
て
広
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

協
力
し
て
ほ
し
い
。

若
い
世
代
と
町
長
や
町
議
会
、
役
場
職
員

と
話
を
す
る
機
会
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
ぜ

ひ
若
い
人
の
声
を
聞
い
て
欲
し
い
。

育
成
会
や
若
い
年
代
層
の
集
ま
り
に
出
席

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
月
に
１
回
町
長
室

に
て
開
催
し
て
い
る「
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
」に

お
越
し
い
た
だ
く
等
、
ぜ
ひ
話
す
機
会
を

も
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

知
り
合
い
が
高
畠
病
院
の
整
形
外
科
に
新

患
と
し
て
行
っ
た
際
、
希
望
の
先
生
に
診

察
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
希
望
の
先
生

に
診
察
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

整
形
外
科
は
新
患
が
非
常
に
多
く
、
予
約

で
60
人
く
ら
い
埋
ま
っ
て
い
る
。
予
約
の

人
が
優
先
の
た
め
、
時
間
の
都
合
上
、
希

望
ど
お
り
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
。
解
決
策
と
し
て
、
も
う
一
人
整
形
の

先
生
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
医
師
招
聘
活

動
を
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
希
望
に
応
じ

る
こ
と
は
難
し
く
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

病
院
外
来

病
院
外
来

保
育
園
の
バ
ス
に
子
ど
も
を
置
き
去
り
に

す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
こ
こ
何
件
か
続
い

て
い
る
。
他
の
市
町
村
の
幼
稚
園
の
バ
ス

に
12
月
ま
で
に
置
き
去
り
を
な
く
す
よ
う

な
装
置
を
付
け
る
と
聞
い
た
。
町
と
し
て

は
国
か
ら
補
助
が
出
る
来
年
の
４
月
か
ら

の
設
置
と
な
る
の
か
。

南
陽
市
で
独
自
に
措
置
を
取
る
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
が
去

年
も
あ
り
、
そ
の
時
も
そ
し
て
今
回
も
バ

ス
を
所
有
し
て
い
る
園
の
方
に
は
運
行
状

況
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
急
に
担
当
が
代

わ
っ
た
な
ど
の
場
合
は
特
に
注
意
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

必
ず
乗
降
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
て

お
り
、
二
重
チ
ェ
ッ
ク
が
働
い
て
い
る
と

の
こ
と
。
国
の
方
の
要
綱
等
が
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
義
務
化
と
な
る
の
で
、

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
町
単
独
で
４
月
の
前
に
設
置
す
る
か

は
、
現
時
点
で
は
予
定
し
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
命
の
た
め
に
今
す
ぐ
に
で
も
考

え
て
ほ
し
い
。

設
置
す
る
ま
で
の
間
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
を

し
な
が
ら
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

幼
児
施
設
の
バ
ス
運
営

　
　

幼
児
施
設
の
バ
ス
運
営

災
害
情
報
の
周
知
は
防
災
無
線
に
特
化
さ

せ
る
の
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
等
の
施
策
を
進

め
て
い
く
の
か
。

天
候
等
で
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い

場
合
、
『
高
畠
町
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ

ン
ダ
イ
ヤ
ル
０
２
３
８

（52）
５
１
０
１
』
に

電
話
を
す
る
と
防
災
無
線
で
流
れ
た
情
報

を
後
か
ら
で
も
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。
ま

た
、
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
F
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
も

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
周
知
も
図
っ

て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
ほ
し
い
。

本
誌
Ｐ
２
に
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

お
よ
び
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
二
次

元
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
を
読
み
取
り
、
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

町
長
が
公
約
に
掲
げ
て
い
た
教
育
の
分
野

で
給
食
費
の
無
償
化
の
進
捗
状
況
を
聞
き

た
い
。

給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
に
向
け
、
試
算

す
る
と
約
１
億
１
千
万
円
と
な
り
、
物
価

高
騰
の
た
め
更
に
か
か
る
。
今
年
度
は
、

補
正
で
は
と
て
も
対
応
で
き
な
い
金
額
で

あ
り
、
来
年
度
に
向
け
て
全
額
で
な
く
一

部
で
も
、
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

給
食
費
無
償
化

給
食
費
無
償
化

　
　

多
頭
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多
頭
飼
育
対
応

独
居
老
人
の
猫
の
多
頭
飼
育
崩
壊
が
増
え

て
お
り
、
猫
の
問
題
だ
け
で
な
く
本
人
の

福
祉
的
な
課
題
の
解
決
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
動
物
愛
護
推
進
員
は
福
祉
の
分
野

ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

生
活
環
境
部
門
と
福
祉
部
門
で
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

町
で
も
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
相
談
が
増

え
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
猫
の
避
妊
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
協
力
を
い
た
だ

き
、
地
域
福
祉
係
等
と
連
携
し
進
め
て
い

く
。

人
間
な
の
で
、
い
く
ら
気
を
付
け
て
い
て

も
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
も
あ
り
え
る
。
子
ど
も

の
命
の
た
め
に
、
行
政
と
し
て
も
一
生
懸

命
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
要
望
】

◀◀
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
イ
メ
ー
ジ

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
イ
メ
ー
ジ

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め「
ご
意
見
・
ご
提
言
」

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

い
た
だ
い
た「
ご
意
見
・
ご
提

言
」は
各
課
で
調
査
・
検
討
し
て

ご
本
人
に
回
答
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
広
く
町
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み
な
さ
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に
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ら
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い
内
容
は
、
広
報

た
か
は
た
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す
。

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ご
意
見
ご
提
言
」

か
ら

②
ハ
ガ
キ(
封
書
)で

〒
９
９
２
‐
０
３
９
２

高
畠
町
企
画
財
政
課
宛

※
回
答
や
内
容
等
の
問
い
合
わ
せ

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

=
町
政
に

「
あ
な
た
の
声
を
」
=

【
ご
意
見
ご
提
言
の
方
法
】

たくさんのご意見

ありがとう

ございました

デ
マ
ン
ド
交
通

デ
マ
ン
ド
交
通

置
賜
総
合
病
院
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の

延
伸
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
は
。

置
賜
総
合
病
院
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
、
当

初
デ
マ
ン
ド
を
考
え
て
い
た
が
、
調
査
の

結
果
、
利
用
者
が
予
想
よ
り
少
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
タ
ク
シ
ー
券
を
出

す
な
ど
も
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
延
伸
は
ど
う
な
っ
て
る

か
。
川
西
で
や
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

タ
ク
シ
ー
会
社
３
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
て
お
り
、そ
の
結
果
で
判
断
し
た
い
。

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
割
引
を
含
め
て
考
え
た

い
。

除
雪
除
雪

除
雪
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
高
齢
化
で
大
変

な
話
を
聞
い
た
。
町
の
業
者
に
委
託
し
て

い
る
除
雪
作
業
を
私
た
ち
農
業
者
も
農
閑

期
の
冬
期
間
、
体
制
を
組
ん
で
対
応
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
機
械
は
リ
ー
ス

等
、
資
格
は
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思

う
。

田
ん
ぼ
の
中
の
道
の
通
学
路
は
、
冬
期
間

は
地
吹
雪
が
ひ
ど
く
前
も
見
え
な
い
状
態

の
日
が
あ
る
。
防
雪
柵
は
財
政
上
難
し
い

と
の
こ
と
だ
が
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

昨
年
大
雪
で
、
現
場
も
確
認
し
た
。
雪
押

場
の
確
保
や
予
算
の
関
係
か
ら
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
通
学
前
に
歩
道
の
除

雪
を
し
て
い
る
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
時
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
勇

気
を
も
ら
え
る
。
地
域
を
活
性
化
す
る
に

は
、
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
が
大
事
で
あ

り
、
明
る
い
地
区
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

大
変
あ
り
が
た
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

小
学
生
の
子
ど
も
が
横
断
歩
道
を
渡
る

時
、
除
雪
の
雪
で
押
し
ボ
タ
ン
が
押
せ
な

く
な
る
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
。

除
雪
担
当
に
も
確
認
す
る
が
、
で
き
れ
ば

地
元
の
方
々
や
保
護
者
、
地
域
の
見
守
り

隊
等
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
範
囲
の
中
で

雪
処
理
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

通
学
路
の
雪
対
策

通
学
路
の
雪
対
策

今
年
度
11
社
の
建

設
業
者
に
委
託
し

て
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
の
場

で
こ
の
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
伝
え
て
い

く
。
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若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り

若
者
が
い
な
い
と
感
じ
る
。
町
と
し
て
ど

う
い
っ
た
形
で
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
く

の
か
。

多
く
の
若
手
団
体
で
構
成
さ
れ
る
青
年
団

体
連
絡
会
議
と
い
う
組
織
が
あ
る
。
地
区

単
位
の
青
年
団
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
若
者
が
興
味
を
も
て
る
事
業
等
を
通

じ
て
広
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

協
力
し
て
ほ
し
い
。

若
い
世
代
と
町
長
や
町
議
会
、
役
場
職
員

と
話
を
す
る
機
会
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
ぜ

ひ
若
い
人
の
声
を
聞
い
て
欲
し
い
。

育
成
会
や
若
い
年
代
層
の
集
ま
り
に
出
席

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
月
に
１
回
町
長
室

に
て
開
催
し
て
い
る「
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
」に

お
越
し
い
た
だ
く
等
、
ぜ
ひ
話
す
機
会
を

も
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

知
り
合
い
が
高
畠
病
院
の
整
形
外
科
に
新

患
と
し
て
行
っ
た
際
、
希
望
の
先
生
に
診

察
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
希
望
の
先
生

に
診
察
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

整
形
外
科
は
新
患
が
非
常
に
多
く
、
予
約

で
60
人
く
ら
い
埋
ま
っ
て
い
る
。
予
約
の
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優
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た
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希
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る
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。
す
べ
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の
希
望
に
応
じ

る
こ
と
は
難
し
く
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
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で
な
く
本
人
の

福
祉
的
な
課
題
の
解
決
が
必
要
と
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分
野

ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

生
活
環
境
部
門
と
福
祉
部
門
で
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

町
で
も
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
相
談
が
増

え
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
猫
の
避
妊
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
協
力
を
い
た
だ

き
、
地
域
福
祉
係
等
と
連
携
し
進
め
て
い

く
。

人
間
な
の
で
、
い
く
ら
気
を
付
け
て
い
て

も
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
も
あ
り
え
る
。
子
ど
も

の
命
の
た
め
に
、
行
政
と
し
て
も
一
生
懸

命
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
要
望
】

◀◀
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
イ
メ
ー
ジ

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
イ
メ
ー
ジ

　

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め「
ご
意
見
・
ご
提
言
」

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た「
ご
意
見
・
ご
提

言
」は
各
課
で
調
査
・
検
討
し
て

ご
本
人
に
回
答
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
く
町
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
は
、
広
報

た
か
は
た
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す
。

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

「
ご
意
見
ご
提
言
」

　

か
ら

②
ハ
ガ
キ(
封
書
)
で

　

〒
９
９
２
‐
０
３
９
２

　
　

高
畠
町
企
画
財
政
課
宛

※
回
答
や
内
容
等
の
問
い
合
わ
せ

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

=
町
政
に

「
あ
な
た
の
声
を
」
=

【
ご
意
見
ご
提
言
の
方
法
】

たくさんのご意見

ありがとう

ございました

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通

置
賜
総
合
病
院
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の

延
伸
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
は
。

置
賜
総
合
病
院
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
、
当

初
デ
マ
ン
ド
を
考
え
て
い
た
が
、
調
査
の

結
果
、
利
用
者
が
予
想
よ
り
少
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
タ
ク
シ
ー
券
を
出

す
な
ど
も
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
延
伸
は
ど
う
な
っ
て
る

か
。
川
西
で
や
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

タ
ク
シ
ー
会
社
３
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
て
お
り
、そ
の
結
果
で
判
断
し
た
い
。

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
割
引
を
含
め
て
考
え
た

い
。

　
　

除
雪

　
　

除
雪

除
雪
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
高
齢
化
で
大
変

な
話
を
聞
い
た
。
町
の
業
者
に
委
託
し
て

い
る
除
雪
作
業
を
私
た
ち
農
業
者
も
農
閑

期
の
冬
期
間
、
体
制
を
組
ん
で
対
応
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
機
械
は
リ
ー
ス

等
、
資
格
は
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思

う
。

田
ん
ぼ
の
中
の
道
の
通
学
路
は
、
冬
期
間

は
地
吹
雪
が
ひ
ど
く
前
も
見
え
な
い
状
態

の
日
が
あ
る
。
防
雪
柵
は
財
政
上
難
し
い

と
の
こ
と
だ
が
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

昨
年
大
雪
で
、
現
場
も
確
認
し
た
。
雪
押

場
の
確
保
や
予
算
の
関
係
か
ら
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
通
学
前
に
歩
道
の
除

雪
を
し
て
い
る
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
時
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
勇

気
を
も
ら
え
る
。
地
域
を
活
性
化
す
る
に

は
、
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
が
大
事
で
あ

り
、
明
る
い
地
区
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

大
変
あ
り
が
た
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

小
学
生
の
子
ど
も
が
横
断
歩
道
を
渡
る

時
、
除
雪
の
雪
で
押
し
ボ
タ
ン
が
押
せ
な

く
な
る
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
。

除
雪
担
当
に
も
確
認
す
る
が
、
で
き
れ
ば

地
元
の
方
々
や
保
護
者
、
地
域
の
見
守
り

隊
等
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
範
囲
の
中
で

雪
処
理
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

通
学
路
の
雪
対
策

　
　

通
学
路
の
雪
対
策

今
年
度
11
社
の
建

設
業
者
に
委
託
し

て
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
の
場

で
こ
の
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
伝
え
て
い

く
。
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がんばるママとがんばるパパをサポートします！

　町では、妊娠から子育て期まで、妊産婦や子育て家庭が安心して子育てができるよう、ママ・パパの困りごと、
心配・悩みごとの相談やお子さんの発達段階に応じたサポートを行っています。

●歯科・食事・育児相談

●乳幼児健診・歯科健診

●すまいるサロン
　生後２か月から１歳頃ま
での赤ちゃんとママを対象
としたサロンです。ふれあ
い遊びや育児相談もできま
す。

●ペアレント
　サポート講座
　子どもの行動に着目し、
褒めるコツを学ぶ講座で
す。

●産後のママパパ学級
　背中スイッチ攻略法、
抱っこの方法など、両親で
学ぶことができます。

●こんにちは
　赤ちゃん訪問
　保健師・助産師が訪問し、
体重測定、予防接種の説明、
育児の相談に応じます。

●子育て支援
　ヘルパー派遣事業
　家事や育児に支障がある
人にヘルパーを派遣しま
す。

●１歳お誕生ママ健診
　ママが自分の健康と向き
合う機会として、無料で健
診を受けられます。

●産後早期電話訪問
　出産後、１か月健診の前
に電話で育児や体調につい
て伺い、相談に応じます。

●個別育児・栄養相談
　保健師・助産師・栄養士
が相談に応じます。

●新生児聴覚検査
　費用助成
　産科入院中に行う赤ちゃ
んの耳の聞こえの検査費用
を助成します。

●産後ケア事業
　自宅や助産院で助産師に
よる母児のケア、乳房マッ
サージ等が受けられます。

●母乳ミルク相談
助産師が授乳の方法や、哺乳量測
定、ミルクの量の相談に応じます。

●母子健康手帳交付
　保健師・助産師が面談し、
妊娠出産についての心配事
を伺います。

●ママパパ学級
　出産に向けて、沐浴・育
児体験ができます。個別・
集団で実施しています。祖
父母の参加も可能です。

●産前電話訪問
　妊娠中に電話で体調や困
りごとを伺い、相談に応じ
ます。

●妊娠９か月面談
　出産前に、産後の手続き
や出産に向けた確認を一緒
に行います。

◆問合せ先／町健康長寿課母子保健係　☎（52）1307

産前・産後のサポート

お名前 ママ：智美さん お子さん：理
り ひ と

仁くん（９か月）

  乳幼児期  乳幼児期   　産後  　産後   　出産  　出産  産前・妊娠 産前・妊娠

　『産後ケア事業』を利用しました。身体回復もままな
らない中、子どもを連れて病院に行くのは大変だった
ので、助産師さんに訪問してもらえてありがたかった
です。1 人目で心配なことも多く、アドバイスをもら
えて安心しました。手続きがもう少し簡単だと良かっ
たなと思います。
　『すまいるサロン』では、先輩ママの経験を聞いたり、
悩みを共有したりと、顔見知りの輪が広がりました。
コロナ禍で孤独を感じやすい今だからこそ、安心して
気軽に参加できる機会があって良かったです。

●たかはた子育て
　アプリ

▲登録はこちら

がんばるママ がんばるパパ サポート

悩みを共有したりと、顔見知りの輪が広がりました。
コロナ禍で孤独を感じやすい今だからこそ、安心して
気軽に参加できる機会があって良かったです。

妊娠届提出日 出産日（子どもの生年月日） 出産応援給付金（５万円） 子育て応援給付金（５万円）

令和４年４月１日～令和５年１月 31 日

までに出産し、令和５年１月 31 日まで

に赤ちゃん訪問による面談を終えた人

申請書・アンケートを順次郵送しています。

一括で 10 万円を給付します。

赤ちゃん訪問による面談が終わってい

ない人
赤ちゃん訪問時に申請書を直接お渡しします。

令和４年４月～

令和５年１月
令和５年２月１日以降に出産した人

申請書 ・ アンケートを郵送

します。

赤ちゃん訪問時に申請書を

直接お渡しします。

令和５年２月以降

妊娠届を提出いただく際、

窓口での面談後に申請書を

お渡しします。

赤ちゃん訪問時に申請書を

直接お渡しします。

生殖補助医療（不妊治療）費助成生殖補助医療（不妊治療）費助成
◆対象治療／
　①令和４年４月１日以降に開始した保険適用とな
　　る体外受精等の基本治療
　②①と併用して行った先進医療※

※国が先進医療として認めた治療：PICSI、タ
　　イムラプス、EMMA/ALICE、SEET法、ERA、
　　IMSI、子宮内膜スクラッチ、二段階胚移植法
　　（令和４年５月時点）
◆助成額／１回の治療あたり上限 10万円
　※その他の要件がありますので、詳細はお問い合
　　わせください。

　町では、２月より国の施策に基づき、妊娠期から出産・子育てまで一貫して子育て家庭に寄り添い、様々なニー
ズに即した支援につなぐ伴走型相談支援と経済的支援（出産・子育て応援給付金）を一体的に実施しています。

◆対象／妊婦、産婦
○個別面談
　①妊娠届出・母子健康手帳交付時　
　②妊娠８～９か月頃
　③赤ちゃん訪問時
○産前・産後電話相談
○妊婦訪問
○産前産後サポート事業
○産後ケア事業　等

◆対象／以下の要件に該当し、伴走型

　相談支援の個別面談を受けアンケート

　を記入した人

【出産応援給付金（妊婦 1人あたり５万円）】
　○令和４年４月１日以降に妊娠届出書を提出した（する）人

　○令和４年４月１日以降に出産した人

【子育て応援給付金（子ども 1人あたり５万円）】
　○令和４年４月１日以降に出生した（する）子どもの養育者

妊娠前・就学前のサポート

『伴走型相談支援と出産・子育て応援給付金支給事業』を開始しました！
（国の出産・子育て応援給付金）

　給付を受けるためには、所定の申請書による申請が必要です。申請書・アンケートは、妊娠

届出書の提出や出産日、面談の実施状況に応じて、下記の表に記載した方法で対象者に順次案

内通知します。詳細は町ホームページをご覧ください。

 案内通知・申請書交付について 案内通知・申請書交付について

一体的に実施一体的に実施

　お子さんのことばや発達、育児についての心配や
不安について、臨床心理士と言語聴覚士が相談に応
じ、関わり方や声がけの仕方などをお話しさせてい
ただきます。

子育て相談会子育て相談会

　保育園・こども園・幼稚園への巡回訪問を通じて、
お子さんの発達支援を行っています。園生活での心
配事がありましたら、園の先生や保健師にご相談く
ださい。

こども園・保育園巡回訪問こども園・保育園巡回訪問

伴走型相談支援　伴走型相談支援　 出産・子育て応援給付金出産・子育て応援給付金

▶
町
Ｈ
Ｐ
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がんばるママとがんばるパパをサポートします！

　町では、妊娠から子育て期まで、妊産婦や子育て家庭が安心して子育てができるよう、ママ・パパの困りごと、
心配・悩みごとの相談やお子さんの発達段階に応じたサポートを行っています。

●歯科・食事・育児相談

●乳幼児健診・歯科健診

●すまいるサロン
　生後２か月から１歳頃ま
での赤ちゃんとママを対象
としたサロンです。ふれあ
い遊びや育児相談もできま
す。

●ペアレント
　サポート講座
　子どもの行動に着目し、
褒めるコツを学ぶ講座で
す。

●産後のママパパ学級
　背中スイッチ攻略法、
抱っこの方法など、両親で
学ぶことができます。

●こんにちは
　赤ちゃん訪問
　保健師・助産師が訪問し、
体重測定、予防接種の説明、
育児の相談に応じます。

●子育て支援
　ヘルパー派遣事業
　家事や育児に支障がある
人にヘルパーを派遣しま
す。

●１歳お誕生ママ健診
　ママが自分の健康と向き
合う機会として、無料で健
診を受けられます。

●産後早期電話訪問
　出産後、１か月健診の前
に電話で育児や体調につい
て伺い、相談に応じます。

●個別育児・栄養相談
　保健師・助産師・栄養士
が相談に応じます。

●新生児聴覚検査
　費用助成
　産科入院中に行う赤ちゃ
んの耳の聞こえの検査費用
を助成します。

●産後ケア事業
　自宅や助産院で助産師に
よる母児のケア、乳房マッ
サージ等が受けられます。

●母乳ミルク相談
助産師が授乳の方法や、哺乳量測
定、ミルクの量の相談に応じます。

●母子健康手帳交付
　保健師・助産師が面談し、
妊娠出産についての心配事
を伺います。

●ママパパ学級
　出産に向けて、沐浴・育
児体験ができます。個別・
集団で実施しています。祖
父母の参加も可能です。

●産前電話訪問
　妊娠中に電話で体調や困
りごとを伺い、相談に応じ
ます。

●妊娠９か月面談
　出産前に、産後の手続き
や出産に向けた確認を一緒
に行います。

◆問合せ先／町健康長寿課母子保健係　☎（52）1307

産前・産後のサポート

お名前 ママ：智美さん お子さん：理
り ひ と

仁くん（９か月）

  乳幼児期  乳幼児期   　産後  　産後   　出産  　出産  産前・妊娠 産前・妊娠

　『産後ケア事業』を利用しました。身体回復もままな
らない中、子どもを連れて病院に行くのは大変だった
ので、助産師さんに訪問してもらえてありがたかった
です。1 人目で心配なことも多く、アドバイスをもら
えて安心しました。手続きがもう少し簡単だと良かっ
たなと思います。
　『すまいるサロン』では、先輩ママの経験を聞いたり、
悩みを共有したりと、顔見知りの輪が広がりました。
コロナ禍で孤独を感じやすい今だからこそ、安心して
気軽に参加できる機会があって良かったです。

●たかはた子育て
　アプリ

▲登録はこちら

がんばるママ がんばるパパ サポート

妊娠届提出日 出産日（子どもの生年月日） 出産応援給付金（５万円） 子育て応援給付金（５万円）

令和４年４月１日～令和５年１月 31 日

までに出産し、令和５年１月 31 日まで

に赤ちゃん訪問による面談を終えた人

申請書・アンケートを順次郵送しています。

一括で 10 万円を給付します。

赤ちゃん訪問による面談が終わってい

ない人
赤ちゃん訪問時に申請書を直接お渡しします。

令和４年４月～

令和５年１月
令和５年２月１日以降に出産した人

申請書 ・ アンケートを郵送

します。

赤ちゃん訪問時に申請書を

直接お渡しします。

令和５年２月以降

妊娠届を提出いただく際、

窓口での面談後に申請書を

お渡しします。

赤ちゃん訪問時に申請書を

直接お渡しします。

生殖補助医療（不妊治療）費助成生殖補助医療（不妊治療）費助成
◆対象治療／
　①令和４年４月１日以降に開始した保険適用とな
　　る体外受精等の基本治療
　②①と併用して行った先進医療※

※国が先進医療として認めた治療：PICSI、タ
　　イムラプス、EMMA/ALICE、SEET法、ERA、
　　IMSI、子宮内膜スクラッチ、二段階胚移植法
　　（令和４年５月時点）
◆助成額／１回の治療あたり上限 10万円
　※その他の要件がありますので、詳細はお問い合
　　わせください。

　町では、２月より国の施策に基づき、妊娠期から出産・子育てまで一貫して子育て家庭に寄り添い、様々なニー
ズに即した支援につなぐ伴走型相談支援と経済的支援（出産・子育て応援給付金）を一体的に実施しています。

◆対象／妊婦、産婦
○個別面談
　①妊娠届出・母子健康手帳交付時　
　②妊娠８～９か月頃
　③赤ちゃん訪問時
○産前・産後電話相談
○妊婦訪問
○産前産後サポート事業
○産後ケア事業　等

◆対象／以下の要件に該当し、伴走型

　相談支援の個別面談を受けアンケート

　を記入した人

【出産応援給付金（妊婦 1人あたり５万円）】
　○令和４年４月１日以降に妊娠届出書を提出した（する）人

　○令和４年４月１日以降に出産した人

【子育て応援給付金（子ども 1人あたり５万円）】
　○令和４年４月１日以降に出生した（する）子どもの養育者

妊娠前・就学前のサポート

『伴走型相談支援と出産・子育て応援給付金支給事業』を開始しました！
（国の出産・子育て応援給付金）

　給付を受けるためには、所定の申請書による申請が必要です。申請書・アンケートは、妊娠

届出書の提出や出産日、面談の実施状況に応じて、下記の表に記載した方法で対象者に順次案

内通知します。詳細は町ホームページをご覧ください。

 案内通知・申請書交付について 案内通知・申請書交付について

一体的に実施一体的に実施

　お子さんのことばや発達、育児についての心配や
不安について、臨床心理士と言語聴覚士が相談に応
じ、関わり方や声がけの仕方などをお話しさせてい
ただきます。

子育て相談会子育て相談会

　保育園・こども園・幼稚園への巡回訪問を通じて、
お子さんの発達支援を行っています。園生活での心
配事がありましたら、園の先生や保健師にご相談く
ださい。

こども園・保育園巡回訪問こども園・保育園巡回訪問

伴走型相談支援　伴走型相談支援　 出産・子育て応援給付金出産・子育て応援給付金

▶
町
Ｈ
Ｐ
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≪浄化槽への切り替えの負担が軽減されます≫

高畠町浄化槽整備促進事業費補助金について

特定地域生活排水処理事業の

申込受付を開始します

【事業の概要】

　町が合併浄化槽を設置して維持管理を行いま

す。この事業では、環境問題に配慮し窒素除去が

できる処理能力の高い『低炭素社会対応型高度処

理型浄化槽』を設置します。

　該当する区域内での新築や単独浄化槽からの切

り替え、または汲み取りトイレからの改造などで

50 人槽以下が対象になります。

　下水道が利用できない地域が対象となります。

なお、下水道認可区域内で下水道管を設置でき

ない場合は、個人に補助する従来の合併処理浄化

槽設置整備事業（町生活排水対策事業）によります。

令和５年度

対象となる 50人槽以下の建物

①専用住宅（併用住宅等含む）

②事業所等　③公民館　④公共施設

浄化槽の

大きさ

分 担 金 の 額 使用料／月額

（税込）専用住宅・併用住宅 事 業 所 等

 ５人槽 93,900 円 281,700 円 3,630 円

 ７人槽 109,500 円 328,500 円 4,070 円

10人槽 139,200 円 417,600 円 5,280 円

※排水設備の改造費用は個人負担です。

　設置完了時に分担金、使用開始から毎月使用料がか

かります。

【費用負担】

個　人 町（附帯工事を除く） 個　人

コンクリート支柱
鉄筋入りコンクリート基礎

鉄筋入りコンクリート

支障物件

マス マスマス 浄　化　槽

台所 トイレ風呂

マス

側溝

境界【工事費の負担区分】

　高畠町特定地域生活排水処理事業で浄化槽を整

備する人の費用負担軽減のための補助制度を行っ

ています。

◎対象／単独処理浄化槽や汲み取り便槽を合併処

　理浄化槽へ切り替える人（リフォーム）

　※新築や建て替えは対象になりません。

◎補助額／

５人槽：80,000 円　６人槽以上：100,000 円

【注意点】

※設置工事は、申し込みから２～３か月程度要します。

※排水設備工事や支障物件の撤去・駐車場として使用

する場合の追加費用は申込者の負担となります。

※予算がなくなり次第終了しますので、早めにお申し

込みください。

※設置できる期間は年内までとなります。

◆申込方法／申込書は町上下水道課にあります。

　必要事項を記入のうえ提出してください。

◆問合せ先／町上下水道課下水道係　☎（52）4484

◆申込受付／

４月３日～１０月末まで
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≪浄化槽への切り替えの負担が軽減されます≫

高畠町浄化槽整備促進事業費補助金について

特定地域生活排水処理事業の

申込受付を開始します

【事業の概要】

　町が合併浄化槽を設置して維持管理を行いま

す。この事業では、環境問題に配慮し窒素除去が

できる処理能力の高い『低炭素社会対応型高度処

理型浄化槽』を設置します。

　該当する区域内での新築や単独浄化槽からの切

り替え、または汲み取りトイレからの改造などで

50 人槽以下が対象になります。

　下水道が利用できない地域が対象となります。

なお、下水道認可区域内で下水道管を設置でき

ない場合は、個人に補助する従来の合併処理浄化

槽設置整備事業（町生活排水対策事業）によります。

令和５年度

対象となる 50 人槽以下の建物

①専用住宅（併用住宅等含む）

②事業所等　③公民館　④公共施設

浄化槽の

大きさ

分 担 金 の 額 使用料／月額

（税込）専用住宅・併用住宅 事 業 所 等

 ５人槽 93,900 円 281,700 円 3,630 円

 ７人槽 109,500 円 328,500 円 4,070 円

10人槽 139,200 円 417,600 円 5,280 円

※排水設備の改造費用は個人負担です。

　設置完了時に分担金、使用開始から毎月使用料がか

かります。

【費用負担】

個　人 町（附帯工事を除く） 個　人

コンクリート支柱
鉄筋入りコンクリート基礎

鉄筋入りコンクリート

支障物件

マス マスマス 浄　化　槽

台所 トイレ風呂

マス

側溝

境界【工事費の負担区分】

　高畠町特定地域生活排水処理事業で浄化槽を整

備する人の費用負担軽減のための補助制度を行っ

ています。

◎対象／単独処理浄化槽や汲み取り便槽を合併処

　理浄化槽へ切り替える人（リフォーム）

　※新築や建て替えは対象になりません。

◎補助額／

５人槽：80,000 円　６人槽以上：100,000 円

【注意点】

※設置工事は、申し込みから２～３か月程度要します。

※排水設備工事や支障物件の撤去・駐車場として使用

する場合の追加費用は申込者の負担となります。

※予算がなくなり次第終了しますので、早めにお申し

込みください。

※設置できる期間は年内までとなります。

◆申込方法／申込書は町上下水道課にあります。

　必要事項を記入のうえ提出してください。

◆問合せ先／町上下水道課下水道係　☎（52）4484

◆申込受付／

４月３日～１０月末まで

高畠町からのお知らせ

選　挙

山形県議会議員選挙について

問町選挙管理委員会事務局　☎（52）4475

　山形県議会議員選挙（東置賜郡選挙区）が次の日程で

行われます。

　これからの県政を担う代表者を選ぶ重要な選挙で

す。忘れずに投票しましょう。

　子育てのための施設等利用給付認定を受けることで

利用料が還付されます。（上限あり）

◆対象／いずれかに該当する場合

　① 1号認定を受けて認定こども園等の認可施設を利

　　用している人が、預かり保育を利用する場合

　②認可外保育施設を利用する場合

　③家庭内で保育をしている人が、幼児施設やファミ

　　リー・サポート・センターの一時預かりを利用す

　　る場合

◆認定要件／

　３歳から５歳児および非課税世帯の０歳から２歳児

　で、家庭で十分な保育ができない状況と認められる

　必要があります。詳細は町ホームページをご覧いた

　だくか、お問い合わせください。

お知らせ

預かり保育利用料等の還付が

受けられます
問町福祉こども課子育て支援係　☎（52）3031

【立候補届出予定者説明会・出納責任者説明会】

◆日時／３月７日㈫　10 時～

◆場所／置賜総合支庁本庁舎２階講堂

◆問合せ先／

　県選挙管理委員会置賜地方事務局　☎（26）6100

【歩行者】

○道路を横断する時は、手や横断旗で横断する　

　意思をはっきりと伝えましょう。

○早朝や夕方の外出時は、明るい色の衣服や夜光

　反射材を身につけましょう。

【運転者】

○夜間から朝にかけての路面凍結に注意し、ス

ピードを控えて運転しましょう。

○横断歩道付近に横断歩行者がいれば、必ず止

まって安全に渡らせましょう。

○追突事故を起こさないため、前車が急停止して

も事故を避けられる車間距離を保つようにしま

しょう。

　これからの時期は、雪が溶けはじめ車がスピードを

出しやすくなる一方で、夜間から早朝にかけては路面

が凍結するところがあり、道路環境が変化しやすい時

期となります。徒歩での外出や自転車の利用が活発に

なってくることから、交通事故の多発が懸念されます。

右記の点を実施することにより、交通事故防止を図り

ましょう。

◎交通安全ありがとう運動

　横断歩道は歩行者が最優先！

　止まった車に「おじぎ」などで「ありがとう」の気持ち

　を伝えよう！

発生件数（増減）死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 ０（－９） ０（±０） ０（－13）

　　　※増減は前年同時期との比較です

１月の交通事故発生状況

お知らせ

雪どけ期における交通事故防止

問町生活環境課生活安全係　☎（52）4471

【立候補届出受付】

◆日時／３月 31 日㈮　８時 30 分～ 17 時

◆場所／置賜総合支庁本庁舎２階講堂

◆問合せ先／

　県選挙管理委員会置賜地方事務局　☎（26）6100

※期日前投票所の開設期間等については、

　投票所入場券に記載します。

◎告　示　日／３月 31 日㈮

◎投　票　日／４月９日㈰

◎期日前投票／４月１日㈯～８日㈯

お知らせ

２月１日付け人事異動について

問町総務課総務係　☎（52）4475

商工観光課長の副町長就任に伴い、２月１日付けで

人事異動を行いました。　　　　　　 　【　　】は前任

◆商工観光課長／鈴木享

【健康長寿課新型コロナウイルスワクチン接種対策室長】

◆健康長寿課長補佐（健康増進担当）兼新型コロナウイ

　ルスワクチン接種対策室長／冨樫昌典

　【健康長寿課長補佐（健康増進担当）】
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Information from TAKAHATA

農業委員 農地利用最適化推進委員

定数 16 人 12 人

報酬 年額　336,000 円（役職委員は増額） 年額　237,000 円以内

任期 令和５年７月 20 日～令和８年７月 19 日（３年間）

募集期間 ３月１日㈬～30 日㈭

主な業務内容

①毎月の定例総会に出席し、農地法の規定による

農地利用に関する許認可の案件について審議・

決定を行います。

②定例総会に提案される案件等の現地調査を行い

ます。

③農地等の利用の最適化の推進に関する業務を行

います。

①担当区域を持ち、その担当区域（下表参照）にお

いて優良農地の確保と農地の有効利用に資する

活動を行います。

②具体的な業務（農地利用の最適化の推進を重点

とした業務）

ア　遊休農地の発生防止・解消

イ　担い手農家への農地集積

ウ　必要に応じて農業委員会の会議等への参加

応募資格

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化

の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に

属する事項に関しその職務を適切に行うことがで

きる人。

担当区域において、農業委員とともに農地等の利

用の最適化の推進に取り組むための熱意と識見を

有する人。

推薦および募集について、自薦他薦は問いません。他薦の場合は３人以上の推薦人が必要です。（団体、

組織推薦は、代表１人のみで可）

※ただし、次の人は資格を有しません。

ア　町内に住所を有しない人　　イ　町の職員または町が設置する他の附属機関等の委員

ウ　破産手続開始の決定を受けて復権を得ない人

エ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたは受けることがなくなるまでの人

オ　暴力団対策法に規定する暴力団もしくは暴力団員またはこれらと密接な関係を有する人

〇農地利用最適化推進委員の担当区域（地区名）
地区名 区域 集落名

高畠地区

定数２

１区
大町一、大町二、大町三、横町、桜木町、幸町一、幸町二、幸町三、荒町一、荒町二、元町、元町三、北目、

旭町、高安、泉岡、塩森、飯森、弥生町

２区
御入水、青葉町、緑町、安久津一、安久津二、鳥居町、駄子町、蛭沢、入蛭沢、金原湯在家、金原熊の前、

金原新田、小郡山

二井宿地区

定数１
１区 二井宿地区全域

屋代地区

定数３

１区 時沢、野手倉、日向、大笹生、細越、山越、根岸

２区 深上、西館、中組、砂押、大新、中才、竹上、竹中、竹下、竹向

３区 東本町、粡町、館の内、柏木目、相森、西本町、山崎、三条目、川沼

亀岡地区

定数２

１区 亀岡一、亀岡二、亀岡三、亀岡四、入生田西、入生田北、船橋、文殊ヶ丘

２区 入生田南、露藤上、露藤中、露藤下、中島北、中島南

和田地区

定数２

１区
上和田第一、上和田第二、上和田第三、両組、川北上、海上小倉、川北下、立石、中和田東部、中和田西部、

元和田北、元和田西

２区 下和田 12、下和田北、下和田南、馬頭東、馬頭西、佐沢上、佐沢下、南佐沢

糠野目地区

定数２

１区 三軒屋、上町、仲町、家中、宮町、共栄、小其塚、上平柳、蛇口

２区 下町、沢口、西町、本町、駅前、元山崎、上山崎、津久茂、夏刈、中瀬、石岡、若葉平、駅東

募　集

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

問町農業委員会事務局 ☎（52）4479

　応募用紙は、農業委員会事務局（役場２階）にあります。また、町ホームページにも３月１日㈬から掲載します

ので、ダウンロードしてご利用ください。

◆提出先／町農業委員会事務局　※３月 30 日㈭ 必着

※応募者数が定数を超えた場合は、応募書類をもとに決定します。

高畠町からのお知らせ

　令和５年度の会計年度任用職員を募集します。詳細

は、町ホームページをご覧ください。

◎任用期間／令和５年４月１日～令和６年３月３１日

◎申込方法／指定の申込書に必要事項を記入のうえ、

　ご提出ください。

◎申込受付／３月１日㈬～ 10 日㈮ （必着）

【納税推進員】

◆業務内容／町税等の収納および納付督励、納税相談、

　催告等

◆応募要件／普通自動車免許を持ち、パソコンの基本

　操作(Word、Excel)のできる人

◆勤務時間／平日９時～ 16 時（休憩１時間）

　※週に１回指定日のみ９時～ 15 時

◆給与／報酬（月額 158,900 円）、通勤手当相当額等

　のほか、勤務日数や勤務時間等、一定の条件を満た

　した場合は、期末手当を支給します。

◆募集人数／１人

◆申込書入手・提出先／町税務課

【交通指導員】

◆業務内容／小学生等の登校時における立哨指導

　（屋代地区、糠野目地区）

◆応募要件／不問

◆勤務時間／担当小学校の登校日のうち学校が指定す

　る登校時１時間

　※学校の事情により変更となる場合があります。

◆給与／時給 1,400 円

◆募集人数／２人

◆申込書入手・提出先／町生活環境課

募　集

会計年度任用職員募集

問町税務課収納管理係　　　　☎（52）2054

　町生活環境課生活安全係　　☎（52）4471

　ひとり親支援の公式 LINE

を始めました。子育てに役立

つ情報をスマホにお届けしま

す。下記の二次元コードを読

み取り、友だち追加してくだ

さい。

お知らせ

ひとり親支援の公式 LINE

「高畠町子ども・子育て支援」
問町福祉こども課子育て支援係　☎（52）2864

　８月の青竹ちょうちんまつり

に向けて月２～３回１時間程度

花笠踊りの練習会を開催します。

　可愛らしく二丁笠、華やかに

正調踊り、かっこよく男踊りを

踊ってパレードの先頭で盛り上

げてくれる人をお待ちしていま

す。

◆日時・場所／参加者に後日お知らせ

◆対象・募集人数／

募　集

民踊パレードの先頭で

踊ってみませんか？
問町商工観光課観光交流係　☎（52）4482

踊りの種類 対象 募集人数

二 丁 笠 小学生女子 15 人程度

正 調 踊 り 中学生以上の女性 10 人程度

男 踊 り 中学生以上の男女 10 人程度

◆参加費／無料（使用する笠や法被等は事務局で用意

　します）

◆申込方法／電話または二次元コードから

　お申し込みください。

◆申込先／町商工観光課観光交流係

◆申込締切／３月 24 日㈮

※高校生以下は保護者の同意が必要です。

▲町ホームページ

友だち追加は

こちらから

　「サード」は地域のみなさんからサポートと応援を受

けながら、子どもたちが学習やイベントを行う場です。

日曜日の時間を一緒に過ごしてみませんか？

◆対象／ひとり親世帯等の小中学生

◆期日／日曜日

◆場所・時間／町中央公民館　　　10 時～正午

　　　　　　　糠野目生涯学習館　14 時～ 16 時

◆持ち物／学習道具　※各自ご準備ください。

◆参加費／無料（イベント内容によって実費）

◆その他／保護者による送迎をお願いします。

　※常時送迎ができない家庭の小中学生は、サード利　

　　用時のみ、デマンドタクシー片道 100 円で利用

　　できます。（減免の申請が必要です）

◆申込先／町福祉こども課子育て支援係

募　集

「サード」参加児童を募集します

問町福祉こども課子育て支援係 ☎（52）2864

◆対象／小中学生の学習を支援

　していただける人

◆申込・問合せ先／

　町福祉こども課子育て支援係

サード支援員（有償ボランティア）随時募集サード支援員（有償ボランティア）随時募集
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Information from TAKAHATA

農業委員 農地利用最適化推進委員

定数 16 人 12 人

報酬 年額　336,000 円（役職委員は増額） 年額　237,000 円以内

任期 令和５年７月 20 日～令和８年７月 19 日（３年間）

募集期間 ３月１日㈬～30 日㈭

主な業務内容

①毎月の定例総会に出席し、農地法の規定による

農地利用に関する許認可の案件について審議・

決定を行います。

②定例総会に提案される案件等の現地調査を行い

ます。

③農地等の利用の最適化の推進に関する業務を行

います。

①担当区域を持ち、その担当区域（下表参照）にお

いて優良農地の確保と農地の有効利用に資する

活動を行います。

②具体的な業務（農地利用の最適化の推進を重点

とした業務）

ア　遊休農地の発生防止・解消

イ　担い手農家への農地集積

ウ　必要に応じて農業委員会の会議等への参加

応募資格

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化

の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に

属する事項に関しその職務を適切に行うことがで

きる人。

担当区域において、農業委員とともに農地等の利

用の最適化の推進に取り組むための熱意と識見を

有する人。

推薦および募集について、自薦他薦は問いません。他薦の場合は３人以上の推薦人が必要です。（団体、

組織推薦は、代表１人のみで可）

※ただし、次の人は資格を有しません。

ア　町内に住所を有しない人　　イ　町の職員または町が設置する他の附属機関等の委員

ウ　破産手続開始の決定を受けて復権を得ない人

エ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたは受けることがなくなるまでの人

オ　暴力団対策法に規定する暴力団もしくは暴力団員またはこれらと密接な関係を有する人

〇農地利用最適化推進委員の担当区域（地区名）
地区名 区域 集落名

高畠地区

定数２

１区
大町一、大町二、大町三、横町、桜木町、幸町一、幸町二、幸町三、荒町一、荒町二、元町、元町三、北目、

旭町、高安、泉岡、塩森、飯森、弥生町

２区
御入水、青葉町、緑町、安久津一、安久津二、鳥居町、駄子町、蛭沢、入蛭沢、金原湯在家、金原熊の前、

金原新田、小郡山

二井宿地区

定数１
１区 二井宿地区全域

屋代地区

定数３

１区 時沢、野手倉、日向、大笹生、細越、山越、根岸

２区 深上、西館、中組、砂押、大新、中才、竹上、竹中、竹下、竹向

３区 東本町、粡町、館の内、柏木目、相森、西本町、山崎、三条目、川沼

亀岡地区

定数２

１区 亀岡一、亀岡二、亀岡三、亀岡四、入生田西、入生田北、船橋、文殊ヶ丘

２区 入生田南、露藤上、露藤中、露藤下、中島北、中島南

和田地区

定数２

１区
上和田第一、上和田第二、上和田第三、両組、川北上、海上小倉、川北下、立石、中和田東部、中和田西部、

元和田北、元和田西

２区 下和田 12、下和田北、下和田南、馬頭東、馬頭西、佐沢上、佐沢下、南佐沢

糠野目地区

定数２

１区 三軒屋、上町、仲町、家中、宮町、共栄、小其塚、上平柳、蛇口

２区 下町、沢口、西町、本町、駅前、元山崎、上山崎、津久茂、夏刈、中瀬、石岡、若葉平、駅東

募　集

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

問町農業委員会事務局 ☎（52）4479

　応募用紙は、農業委員会事務局（役場２階）にあります。また、町ホームページにも３月１日㈬から掲載します

ので、ダウンロードしてご利用ください。

◆提出先／町農業委員会事務局　※３月 30 日㈭ 必着

※応募者数が定数を超えた場合は、応募書類をもとに決定します。

高畠町からのお知らせ

　令和５年度の会計年度任用職員を募集します。詳細

は、町ホームページをご覧ください。

◎任用期間／令和５年４月１日～令和６年３月３１日

◎申込方法／指定の申込書に必要事項を記入のうえ、

　ご提出ください。

◎申込受付／３月１日㈬～ 10 日㈮ （必着）

【納税推進員】

◆業務内容／町税等の収納および納付督励、納税相談、

　催告等

◆応募要件／普通自動車免許を持ち、パソコンの基本

　操作(Word、Excel)のできる人

◆勤務時間／平日９時～ 16 時（休憩１時間）

　※週に１回指定日のみ９時～ 15 時

◆給与／報酬（月額 158,900 円）、通勤手当相当額等

　のほか、勤務日数や勤務時間等、一定の条件を満た

　した場合は、期末手当を支給します。

◆募集人数／１人

◆申込書入手・提出先／町税務課

【交通指導員】

◆業務内容／小学生等の登校時における立哨指導

　（屋代地区、糠野目地区）

◆応募要件／不問

◆勤務時間／担当小学校の登校日のうち学校が指定す

　る登校時１時間

　※学校の事情により変更となる場合があります。

◆給与／時給 1,400 円

◆募集人数／２人

◆申込書入手・提出先／町生活環境課

募　集

会計年度任用職員募集

問町税務課収納管理係　　　　☎（52）2054

　町生活環境課生活安全係　　☎（52）4471

　ひとり親支援の公式 LINE

を始めました。子育てに役立

つ情報をスマホにお届けしま

す。下記の二次元コードを読

み取り、友だち追加してくだ

さい。

お知らせ

ひとり親支援の公式 LINE

「高畠町子ども・子育て支援」
問町福祉こども課子育て支援係　☎（52）2864

　８月の青竹ちょうちんまつり

に向けて月２～３回１時間程度

花笠踊りの練習会を開催します。

　可愛らしく二丁笠、華やかに

正調踊り、かっこよく男踊りを

踊ってパレードの先頭で盛り上

げてくれる人をお待ちしていま

す。

◆日時・場所／参加者に後日お知らせ

◆対象・募集人数／

募　集

民踊パレードの先頭で

踊ってみませんか？
問町商工観光課観光交流係　☎（52）4482

踊りの種類 対象 募集人数

二 丁 笠 小学生女子 15 人程度

正 調 踊 り 中学生以上の女性 10 人程度

男 踊 り 中学生以上の男女 10 人程度

◆参加費／無料（使用する笠や法被等は事務局で用意

　します）

◆申込方法／電話または二次元コードから

　お申し込みください。

◆申込先／町商工観光課観光交流係

◆申込締切／３月 24 日㈮

※高校生以下は保護者の同意が必要です。

▲町ホームページ

友だち追加は

こちらから

　「サード」は地域のみなさんからサポートと応援を受

けながら、子どもたちが学習やイベントを行う場です。

日曜日の時間を一緒に過ごしてみませんか？

◆対象／ひとり親世帯等の小中学生

◆期日／日曜日

◆場所・時間／町中央公民館　　　10 時～正午

　　　　　　　糠野目生涯学習館　14 時～ 16 時

◆持ち物／学習道具　※各自ご準備ください。

◆参加費／無料（イベント内容によって実費）

◆その他／保護者による送迎をお願いします。

　※常時送迎ができない家庭の小中学生は、サード利　

　　用時のみ、デマンドタクシー片道 100 円で利用

　　できます。（減免の申請が必要です）

◆申込先／町福祉こども課子育て支援係

募　集

「サード」参加児童を募集します

問町福祉こども課子育て支援係 ☎（52）2864

◆対象／小中学生の学習を支援

　していただける人

◆申込・問合せ先／

　町福祉こども課子育て支援係

サード支援員（有償ボランティア）随時募集サード支援員（有償ボランティア）随時募集

     2023. ３13 たかはた広報



Information from TAKAHATA

　町統計調査員会では、効率的かつ効果的に事務を遂

行するために、１集落１人以上の統計調査員の配置を

推奨しています。統計調査員を配置できていない集落

におきましては、すみやかに配置できるよう、ご理解

とご協力をお願いします。

【統計調査員とは？】

　総務大臣等または都道府県知事から任命され、各種

統計調査に従事していただく、非常勤の公務員です。

◆活動内容／

　・調査対象である世帯や事業所等への調査票配布

　・統計調査の趣旨、内容およびインターネット等の

　　回答手法について説明

　・記入された調査票の回収および点検、整理等

【統計調査員の重要性】

　統計調査員が回収した調査票は、「統計」としてまと

められた後、統計調査の結果として公表され、国や地

方公共団体等、様々なところで広く利用されています。

このため、統計調査員の取り組みは、統計の信頼性や

正確性を左右することになり、統計調査の結果を利用

して実施される施策の方向性にも影響を与えます。

お知らせ

自治会内に統計調査員の配置を

お願いします
問町総務課デジタル推進室　☎（52）1734

予防接種名 対象者 接種期限

麻しん風しん混合（ＭＲ混合）２期

幼稚園、保育園等の年長児

（平成 28 年４月２日～

 平成 29 年４月１日生まれ）

３月 31 日㈮

ジフテリア・破傷風（ＤＴ）２期

小学６年生

（平成 22 年４月２日～

 平成 23 年４月１日生まれ）

13 歳になるまで

日本脳炎（２期）

平成 16 年４月２日～

平成 17 年４月１日生まれ

平成 19 年４月１日までに生ま

れた人で、20 歳になるまで

平成 22 年４月２日～

平成 23 年４月１日生まれ
13 歳になるまで

　予防接種への関心を高め、予防接種実施率の向上を図ることを目的として、「子ども予防接種週間」が実施され

ます。４月からのお子さんの入園・入学等に備えて、必要な予防接種は済んでいるか、母子健康手帳などにより

確認しましょう。

健　康

３月１日㈬～７日㈫は「子ども予防接種週間」です

問町健康長寿課予防接種係　☎（52）1312

【お子さんの予防接種、期限が迫っています！】

　次の人は定期接種（自己負担なし）として接種できる期間が迫っています。期限内に接種しましょう。

◆ HPV ワクチンは現在の２価、４価に加えて４月から９価ワクチンも定期接種の対象となります。詳細は、決ま

　り次第ホームページ、個別通知でお知らせします。

募　集

たかはた出前講座「町民出前講座」

ボランティア講師を募集します
問町社会教育課社会教育係　☎（52）448７

　町では、生涯学習のまちづくりを推進するため、町

のみなさんが講師となる「町民出前講座」を行っていま

す。あなたの知識や経験を出前講座で活かしてみませ

んか？

◆内容／町のみなさんからの申し込みにより、指定の

　会場に出向いて講義や実技等の講座を無料で行って

　いただくものです。

◆募集対象／不問

　※宗教、政治、営利を目的とした内容や公序良俗に

　　反するなど反社会的な内容は受け付けません。

　※講座の日程等は、受講申込者と直接、調整してい

　　ただきます。

◆申込書入手先／町中央公民館、各地区公民館

◆申込方法／指定の申込書に必要事項を記入のうえ、

　ご提出ください。

◆申込先／町社会教育課社会教育係

◆申込締切／３月 17 日㈮

高畠町からのお知らせ

　がん患者の就労や社会参加を応援するために、医療

用ウイッグ・乳房補整具の購入経費の一部を助成しま

す。

◆対象者／町内に住所を持ち下記すべてに該当する人

　①がんと診断され、がんの治療を行っている人また

　　は行った人

　②がんの治療に起因する脱毛または乳房を切除した

　　ことに伴う医療用ウイッグ・乳房補整具を購入し

　　た人

　③他の法令等による助成を受けていない人

◆助成対象経費／令和３年４月１日以降に医療用ウ

イッグ・乳房補整具を購入した経費（付属品やケア

用品※は対象外）

　※…クリーナー、リンス、ブラシ等

◆助成額／

　①医療用ウイッグ…２万円または購入経費の２分の

　　１の額のいずれか低い額

　②乳房補整具…1 万円または購入経費の２分の１の

　　額のいずれか低い額

◆助成回数／対象者１人につき医療用ウイッグ・乳房

補整具それぞれ１回のみ

◆申請に必要なもの／

　①高畠町がん患者医療用ウイッグ・乳房補整具購入

　　助成金交付申請書兼請求書

　②がんの治療に伴う脱毛または乳房の切除をしたこ

　　とを証明する書類

　　（お薬手帳、診療明細書、治療方針計画書等）

　③医療用ウイッグ・乳房補整具を購入したことを証

　　明する書類（領収書）

　④本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）

　⑤委任状と代理人の本人確認書類（代理申請時）

　※高畠町がん患者医療用ウイッグ・乳房補整具購入

　　助成金交付申請書兼請求書と委任状は町ホーム

　　ページから入手できます。

◆申請先／町健康長寿課（げんき館内）

※令和３年度購入分の助成を受けるには、３月中の申

請が必要です。お早めに申請ください。

お知らせ

高額療養費の支給申請が簡素化されます

問町町民課医療給付係　☎（52）1327

国民健康保険に加入していて医療費が高額になる人へ

　高額療養費とは、１か月の医療費が高額になり、自己負担の限度額を超えた場合に、その超えた分が加入して

いる健康保険から後日支給されるものです。

　令和５年４月（令和５年１月診療分以降）の受付から国民健康保険の高額療養費支給申請手続きの簡素化（以下

「手続きの簡素化」という）ができるようになります。　

※「手続きの簡素化」をするにはいくつかの条件があります。

【「手続きの簡素化」をするとどうなる？】

　通常の支給申請では、１か月ごとに領収書の提示お

よび申請書の記入が必要でしたが、「手続きの簡素化」

をすると、前述の領収書の提示および申請書の記入を

省略できます。

　また、一度手続きをすると、簡素化以降に高額療養

費に該当した場合には、指定した世帯主の振込先口座

に自動的に振込します。（振込前には支給決定通知書

をお送りします）

【「手続きの簡素化」の案内について】

　令和５年１月診療分以降で高額療養費が該当した世

帯の世帯主様に案内をお送りします。申請の際は、申

出書兼誓約書をご記入いただきます。

　４月以降の受付であっても令和４年 12 月診療分以

前の高額療養費や、「手続きの簡素化」を行う前に、既

にご自宅に通常の申請の案内が届いている診療月分は

簡素化の対象となりませんので、通常の申請になりま

す。（領収書の提示が必要です）

【「手続きの簡素化」の注意事項】

・「手続きの簡素化」ができるのは医療機関への未払いおよび国民健康保険税の未納がな

　い世帯に限ります。未納などがある場合は通常の申請方法で申請していただきます。

・振込口座は世帯主の口座です。ご家族であっても他の人の口座に振込を希望する場合

　は、世帯主の同意が必要です。

・場合により領収書の提示をお願いすることがありますので、医療機関の領収書はご自

　宅で保管をお願いします。

医療用ウイッグ・乳房補整具の購入費用を助成します

問町健康長寿課健康推進係　☎（52）5054
支　援

詳細は町ホームページ

をご覧ください

14       2023. ３ たかはた広報



Information from TAKAHATA

　町統計調査員会では、効率的かつ効果的に事務を遂

行するために、１集落１人以上の統計調査員の配置を

推奨しています。統計調査員を配置できていない集落

におきましては、すみやかに配置できるよう、ご理解

とご協力をお願いします。

【統計調査員とは？】

　総務大臣等または都道府県知事から任命され、各種

統計調査に従事していただく、非常勤の公務員です。

◆活動内容／

　・調査対象である世帯や事業所等への調査票配布

　・統計調査の趣旨、内容およびインターネット等の

　　回答手法について説明

　・記入された調査票の回収および点検、整理等

【統計調査員の重要性】

　統計調査員が回収した調査票は、「統計」としてまと

められた後、統計調査の結果として公表され、国や地

方公共団体等、様々なところで広く利用されています。

このため、統計調査員の取り組みは、統計の信頼性や

正確性を左右することになり、統計調査の結果を利用

して実施される施策の方向性にも影響を与えます。

お知らせ

自治会内に統計調査員の配置を

お願いします
問町総務課デジタル推進室　☎（52）1734

予防接種名 対象者 接種期限

麻しん風しん混合（ＭＲ混合）２期

幼稚園、保育園等の年長児

（平成 28 年４月２日～

 平成 29 年４月１日生まれ）

３月 31 日㈮

ジフテリア・破傷風（ＤＴ）２期

小学６年生

（平成 22 年４月２日～

 平成 23 年４月１日生まれ）

13 歳になるまで

日本脳炎（２期）

平成 16 年４月２日～

平成 17 年４月１日生まれ

平成 19 年４月１日までに生ま

れた人で、20 歳になるまで

平成 22 年４月２日～

平成 23 年４月１日生まれ
13 歳になるまで

　予防接種への関心を高め、予防接種実施率の向上を図ることを目的として、「子ども予防接種週間」が実施され

ます。４月からのお子さんの入園・入学等に備えて、必要な予防接種は済んでいるか、母子健康手帳などにより

確認しましょう。

健　康

３月１日㈬～７日㈫は「子ども予防接種週間」です

問町健康長寿課予防接種係　☎（52）1312

【お子さんの予防接種、期限が迫っています！】

　次の人は定期接種（自己負担なし）として接種できる期間が迫っています。期限内に接種しましょう。

◆ HPV ワクチンは現在の２価、４価に加えて４月から９価ワクチンも定期接種の対象となります。詳細は、決ま

　り次第ホームページ、個別通知でお知らせします。

募　集

たかはた出前講座「町民出前講座」

ボランティア講師を募集します
問町社会教育課社会教育係　☎（52）448７

　町では、生涯学習のまちづくりを推進するため、町

のみなさんが講師となる「町民出前講座」を行っていま

す。あなたの知識や経験を出前講座で活かしてみませ

んか？

◆内容／町のみなさんからの申し込みにより、指定の

　会場に出向いて講義や実技等の講座を無料で行って

　いただくものです。

◆募集対象／不問

　※宗教、政治、営利を目的とした内容や公序良俗に

　　反するなど反社会的な内容は受け付けません。

　※講座の日程等は、受講申込者と直接、調整してい

　　ただきます。

◆申込書入手先／町中央公民館、各地区公民館

◆申込方法／指定の申込書に必要事項を記入のうえ、

　ご提出ください。

◆申込先／町社会教育課社会教育係

◆申込締切／３月 17 日㈮

高畠町からのお知らせ

　がん患者の就労や社会参加を応援するために、医療

用ウイッグ・乳房補整具の購入経費の一部を助成しま

す。

◆対象者／町内に住所を持ち下記すべてに該当する人

　①がんと診断され、がんの治療を行っている人また

　　は行った人

　②がんの治療に起因する脱毛または乳房を切除した

　　ことに伴う医療用ウイッグ・乳房補整具を購入し

　　た人

　③他の法令等による助成を受けていない人

◆助成対象経費／令和３年４月１日以降に医療用ウ

イッグ・乳房補整具を購入した経費（付属品やケア

用品※は対象外）

　※…クリーナー、リンス、ブラシ等

◆助成額／

　①医療用ウイッグ…２万円または購入経費の２分の

　　１の額のいずれか低い額

　②乳房補整具…1 万円または購入経費の２分の１の

　　額のいずれか低い額

◆助成回数／対象者１人につき医療用ウイッグ・乳房

補整具それぞれ１回のみ

◆申請に必要なもの／

　①高畠町がん患者医療用ウイッグ・乳房補整具購入

　　助成金交付申請書兼請求書

　②がんの治療に伴う脱毛または乳房の切除をしたこ

　　とを証明する書類

　　（お薬手帳、診療明細書、治療方針計画書等）

　③医療用ウイッグ・乳房補整具を購入したことを証

　　明する書類（領収書）

　④本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）

　⑤委任状と代理人の本人確認書類（代理申請時）

　※高畠町がん患者医療用ウイッグ・乳房補整具購入

　　助成金交付申請書兼請求書と委任状は町ホーム

　　ページから入手できます。

◆申請先／町健康長寿課（げんき館内）

※令和３年度購入分の助成を受けるには、３月中の申

請が必要です。お早めに申請ください。

お知らせ

高額療養費の支給申請が簡素化されます

問町町民課医療給付係　☎（52）1327

国民健康保険に加入していて医療費が高額になる人へ

　高額療養費とは、１か月の医療費が高額になり、自己負担の限度額を超えた場合に、その超えた分が加入して

いる健康保険から後日支給されるものです。

　令和５年４月（令和５年１月診療分以降）の受付から国民健康保険の高額療養費支給申請手続きの簡素化（以下

「手続きの簡素化」という）ができるようになります。　

※「手続きの簡素化」をするにはいくつかの条件があります。

【「手続きの簡素化」をするとどうなる？】

　通常の支給申請では、１か月ごとに領収書の提示お

よび申請書の記入が必要でしたが、「手続きの簡素化」

をすると、前述の領収書の提示および申請書の記入を

省略できます。

　また、一度手続きをすると、簡素化以降に高額療養

費に該当した場合には、指定した世帯主の振込先口座

に自動的に振込します。（振込前には支給決定通知書

をお送りします）

【「手続きの簡素化」の案内について】

　令和５年１月診療分以降で高額療養費が該当した世

帯の世帯主様に案内をお送りします。申請の際は、申

出書兼誓約書をご記入いただきます。

　４月以降の受付であっても令和４年 12 月診療分以

前の高額療養費や、「手続きの簡素化」を行う前に、既

にご自宅に通常の申請の案内が届いている診療月分は

簡素化の対象となりませんので、通常の申請になりま

す。（領収書の提示が必要です）

【「手続きの簡素化」の注意事項】

・「手続きの簡素化」ができるのは医療機関への未払いおよび国民健康保険税の未納がな

　い世帯に限ります。未納などがある場合は通常の申請方法で申請していただきます。

・振込口座は世帯主の口座です。ご家族であっても他の人の口座に振込を希望する場合

　は、世帯主の同意が必要です。

・場合により領収書の提示をお願いすることがありますので、医療機関の領収書はご自

　宅で保管をお願いします。

医療用ウイッグ・乳房補整具の購入費用を助成します

問町健康長寿課健康推進係　☎（52）5054
支　援

詳細は町ホームページ

をご覧ください
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